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日本応用糖質科学会  

2019 年度大会 

 ９月１１日（水）～１３日（金）にか

けて、岐阜市文化産業交流セン

ター（じゅうろくプラザ）にて日本応

用糖質科学会２０１９年度大会が

行われた。本研究室からは森田

温子（M2）が参加した。初の学会

での口頭発表である。 

 
 

 以下、発表を終えた森田（M2）

からのコメント。 

 
学位授与式 

 ９月２５日（水）、秋入学・修了の

方の学位授与式が行われた。本

研究室からは、M2 の韓露露が参
加し、無事に博士前期課程を修

了した。 

 

学位記を持って農学研究科棟前で記

念写真。 

 

 

本研究室がある自然科学総合研究棟
前で記念撮影。前列左から竹本孝多

（B4）、植野晃（B4）、韓（M2）、清水遥

河（M1）、田代純輝（M2）。後列左から
楊箏（研究生）、丸岡祐子（M2）、

Anthony（D2）、森田温子（M2）、榎田麻

里（M1）。ちなみに２枚の写真で韓が着

ているのは中国の女性の正装だそう。 

 

修了おめでとうございます！！ 

 

論文・学会発表 

３０ｔｈ Ａｎｎｕａｌ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ  

ｏｆ ｔｈｅ Ａｕｓｔｒａｌａｓｉａｎ       

Ｓｏｃｉｅｔｙ ｏｆ Ｃｌｉｎｉｃａｌ         
Ｉｍｍｕｎｏｌｏｇｙ ａｎｄ Ａｌｌｅｒｇｙ， 

２０１９， Ｓｅｐ， Ｐｅｒｔｈ  

〇Ｍａｓａｓｈｉ Ｍｉｚｕｎｏ，     
Ａｔｓｕｋｏ Ｍｏｒｉｔａ，           

Ｋｅｎ-ｉｃｈｉｒｏ Ｍｉｎａｔｏ 

「Ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ ｃｈａｎｇｅ ｏｆ     
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〇Ｋｅｎ-ｉｃｈｉｒｏ Ｍｉｎａｔｏ，     
Ａｋｉｈｉｒｏ Ｏｈａｒａ，           

Ｍａｓａｓｈｉ Ｍｉｚｕｎｏ 

「Ｔｈｅ ｍｕｓｈｒｏｏｍ          
β-ｇｌｕｃａｎ， ＰＣＰＳ， ｃａｎ    
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ｃｏｎｔａｃｔ ｄｅｒｍａｔｉｔｉｓ，        

ｉｎｄｕｃｅｄ ｂｙ ＤＮＦＢ ｉｎ ｍｉｃｅ」 

 

日本応用糖質科学会２０１９年度
大会                 

岐阜市文化産業交流センター（じ

ゅうろくプラザ）           

２０１９年９月１１日（水）-１３日（金） 

〇森田温子、水野雅史「フコイダ

ンが有する抗アレルギー効果の

安定性について」、要旨集ｐ４３ 
 

日本農芸化学会関西・中部支部 

２０１９年度合同大会         
神戸大学農学部            

２０１９年９月２１日（土）、２２日

（日） 

〇中村逸揮、姜法雄、水野雅史、

久世雅樹「幾何選択的なスフィン
ガジエン類の合成研究」、要旨集

ｐ５８ 
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初日の口頭発表では、極度の

緊張により練習通りに発表で
きず自分自身の未熟さを痛感

し反省しました。しかし、二日

目のポスター発表では多くの
方に質問やアドバイスをいた

だくことができとても刺激を受
けました。今回の学会での経

験を活かし修論発表にむけて

頑張ります。最後になりました
が、発表にあたり研究やスライ

ド・ポスター作成、発表練習に

ついて御指導いただきました
水野教授に厚く御礼申し上げ

ます。 



著書 

“Ｉｍｍｕｎｏｍｏｄｕｌａｔｉｎｇ       

Ｇｌｕｃａｎｓ Ｃａｎ Ｉｎｆｌｕｅｎｃｅ    

Ｉｎｎａｔｅ Ｉｍｍｕｎｉｔｙ ａｎｄ     
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２０１９ Ｎｏｖａ Ｓｃｉｅｎｃｅ       

Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ （Ｈａｕｐｐａｕｇｅ，  

ＮＹ） 

フリートークスペース 

13回目のフリートークは竹本孝
多(B4)。大学生活の大半を共にし

てきた相棒を紹介してくれるよう

です。 

「大学４回生の夏まで馬術部に馬

術部に所属していた私が、最も長

い時間をともに過ごした愛馬「タカ
オ」の魅力を語りたいと思いま

す。」 

 
タカオと竹本（B4） 

 
・魅力その①「おとなしい」 

「馬と言えば大人しい性格をイメ

ージする方も多いと思いますが、
元競走馬にはすぐに人を噛んだり

と攻撃的な性格の子も少なくあり

ません。しかし、タカオ君は違い
ます。何をされても人を噛むとい

うことはありません。お腹をブラッ

シングされると言った他の馬なら
嫌がることも歯ぎしりして我慢しま

す。男らしい！ 

天気が穏やかな日なら大学内を
お散歩もできちゃいます。」 

 

 
タカオのお散歩（工学部にて） 

 
・魅力その②「がんばりやさん」 

「タカオ君は今年で２１歳になりま
す。人間にその年齢を当てはめる

となんと８０代のおじいちゃんで
す！！それにもかかわらず日々

学生たちの練習のために頑張っ

て走ってくれてます。彼ほどのベ
テランの馬からは人間も学ぶこと

が多いです。競走馬時代は１レー

スで引退しておりますが、馬術の
世界ではそこそこ活躍してくれて

います。 

タカオ君の魅力を文章でお伝え
するには私の語彙力では限界が

あります。もし、もっとタカオのこと

を知りたいという方がいらっしゃれ
ば遠慮なく神戸大学馬術部の馬

場をお尋ねください。彼はいつで

もあなたを待っています。」 

 
クリスマスのタカオ 

 長い時間を過ごしてきただけあ
って、愛情の伝わる紹介でした。    

筆者も動物は嫌いではないので

すが、高い確率で動物のほうから
避けられたりするので、彼のよう

に動物と心通わせられる人が少し

うらやましいです。純粋さが足りな

いのでしょうか。 

編集後記 

 2019 年度の前期がついに終了

しました。私としては中間発表に

就職活動と、あわただしく過ぎて
いったのであっという間のようにも

感じます。 

 おそらく後期も同じように感じる
のだろうと思いつつ、今月修了さ

れた韓さんの後に続けるようにし

ていきたいです。 
 

田代 純輝（M2） 


